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重要な安全説明及び注意事項

まず、最も基本的な原則として、この製品はプロのライト配置装置であり、プロの照明エン
ジニアまたは専門家の指導の下で使用する必要があります。お使いの際に、次のような基本
的な安全上の注意事項を必ず守ってください。

安全上のご注意

お使いになる前に、必ず取扱い説明書をよくお読み、その内容を理解してださい。 
プロ灯具であり、子供の使用は禁止されています。子供が近くにいる場合、親または保護
者は、子供が灯具にぶつかったり、使用したりすることによる人的傷害を避けるために、
注意深く監視する必要があります。
この灯具は通常の照明灯具ではありません、一般照明には使用できません。目に損傷を
受けている方や目が敏感な方は、この灯具を使用しないでください。
灯具が点灯しているときは、注意して使用する必要があります。火傷を避けるために、
LED ライトビーズなどの高温部に触れないでください。 
灯具が点灯しているときは、いかなる状況でもライトビーズを直視しないでください。強
い光は、専門の照明エンジニアの指導の下で使用する必要があります。いかなる状況でも、
長時間で強い光に暴露しないでください。目の不快感を感じた場合は、直ちに灯具を消し、
使用を中止し、直ちに診察を受けてください。
ライトビーズが熱によって損傷または変形した場合は、事故を避けるために使用を中止し、
メーカー、サービス代理店、または有資格の保守担当者に連絡し、交換してください。
この製品は、-10° C~40° C 周囲温度および通常の湿度環境での使用にのみ適しています。
破損した機器や機器の付属品を使用しないでください。また、専門保守員によって点検
と修理を行い、機器が正常であることを確認してから使用してください。 
使用中に落下、押し付け、または強い衝撃により製品のケースが破損した場合は、内部の
電子部品との接触による感電と傷害を避けるため、使用を中止してください。
延長ケーブルが必要な場合は、定格電流≧当該設備の定格電流の延長ケーブルを使用し
てください。延長ケーブルの定格電流がこの設備より低い場合、過熱を引き起こす可能
性があります。
一部の製品は電源ケーブルが長いので、安全な状態を維持するためにケーブルを適切に
配置してください。電源ケーブルが過熱した物体の表面に接触しないようにしてください、
不適切な配置による引っ張り破損や人の足を引っ張ることを避けてください。当社の正規
電源ケーブルを使用してください。当社以外のものを使用して製品が破損する場合は、
当社の修理対象外です。
清掃と修理を行う前に、必ずコンセントから機器のプラグを抜いてください。使用してい
ないときは、電源ケーブルを引っ張って電源コンセントから機器のプラグを抜かないでく
ださい。電源を切るときには、機器のプラグの両端を手で持ち、コンセントからプラグを
引き抜くのは通常のやり方です。この機器は、接地されたコンセントに接続する必要があ
ります。
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警告

製品を乾燥状態に保ってください。
この機器を無断で分解しないでください。故障した場合は、当社または認定保守員に
点検と修理を依頼してください。
分解、ぶつかり、押し潰し、又は火の中に投入しないでください。大きく膨張してい
る場合は、使用を停止してください。
50℃以上の高温環境には置かないでください。
フラッシュライトを直接人の目（特に赤ちゃんの目）に向けてはなりません。短時間
で視力障害を引き起こす可能性があります。
化学品、可燃性ガス、その他の特別な物質の近くでフラッシュライトを使用しないでく
ださい。これらの物質は、フラッシュライトが発する瞬間の強い光に敏感で、火災や電
磁妨害を引き起こす可能性があります。この場合は、関連警告表示に注意してください。
この製品は防水機能を備えていません。雨の日、及び高湿の環境では防水に注意して
ください。
この製品を使用する前に口金保護カバーを外してください
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1. フラッシュランプ
2. カラースクリーン
3.MENU ボタン
4.MODE ボタン
5. 調整ダイヤル
6.SET ボタン
7. オン・オフ／フラッシュ試
験ボタン
8. 造形ライトボタン

口金 :H600P ポータブル式口金。
電源 :AC26AC 電源、UC46USB 充電器。
フラッシュトリガー :XPro、XProII、X2T、X3 シリーズ。
光効果アタッチメント：傘型急速オープン柔らかい光作りボックス、球形灯篭柔らかい光
作りボックス、クイック装着放物線柔らかい光作りボックス、レーダーカバー、折り畳み
式柔らかい光作り傘、集光筒とライトブラケットなど。

9. ブラケットロックノブ
10. ハンドル固定具
11. ハンドル
12. 差込口プッシュ
13.USB-C ファームウェアアップデ
ートポート
14.3.5mm 同期差込口
15. グループ表示灯 ×2
16. 光制御受信機

17. 電池残量表示ボタン
18. 電池充電ポート
19. 電池残量表示ライト
20. 電池ボックスプッシュ
21. 傘用リフレクター

梱包物

別途購入可能アタッチメント

ライト本体 × 1 ランプ × 1

傘用リフレクター × 1

傘用リフレクター
保護カバー × 1

電池 × 1

充電器 × 1 電源ケーブル × 1

取扱い説明書 × 1
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フラッシュライト角度の調整

ランプの取外し：差込口プッシュを押しながら、リフレクターやその他のアタッチ
メントを外した後、フラッシュランプを握って平行に引き抜きます。

注：安全を確保するために、フラッシュランプの着脱時には手袋を着用してください。

1. ハンドルの固定具が抜けていない状態で、ハンドルを逆時計回りに回してロックを解除し、
本体の必要な角度を調整した後、ハンドルを時計回りに回してロックすれば固定できます。

2. ハンドルを回すときにライト本体に妨害される場合は、ハンドルの固定具を押しながらハ
ンドルを引き抜き、距離を広げてから上記の動作 1 を継続してください。
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電池説明

電池の着脱

特性
1. この製品はリチウム電池を採用し、300 回繰り返して充放電でき、使用寿命が長い。
2. この製品は、内蔵回路は過充電保護、過放電保護、過電流保護、短絡保護機能を備え、
安全で信頼性が高い。
3. 標準装備の電池充電器を採用し、低電力から完全充電まで約 2 時間かかります。

1. 取付け : 電池溝を本体の電池溝に合わせ、留め具が引っかかるまで押し下げます。

注意事項

正負極の短絡を回避してください。
電池は防水機能を備えていません。電池を霧や水に浸してはいけません。
お子様の手が届かない場所に置いてください。
電池は 24 時間以上を放置して充電しないでください。
電池は涼しくて、乾燥で換気の良い場所に保管してください。
電池を火の近く、又は火の中に投げないでください。
電池の廃棄は、現地の規定に従ってください。
3 カ月以上電池を使用していない場合は、完全充電してください。
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高速同期 (FP フラッシュ ) を使用すると、すべてのシャッタースピードでフラッシュライ
トを同時に使用できます。高速同期モードは、絞りを使用して優先的に人物像の充填フラ
ッシュに特に便利です。

高速同期

M: 手動フラッシュ

1.MENU ボタンを短押ししてメニューに入り、
ダイヤルを回して高速同期を選択し、SET ボタ
ンを短押しし、ダイヤルを回してオン又はオフ
にすることができ、設定完了後、MENU ボタン
を短押しして主画面に戻り、上方のステータス
バーに (       ) が表示されます。

F 2561/

S1CH 23

2.X1 シリーズ /XProI シリーズ /XProII シリーズ /X2T/X3 シリーズのフラッシュトリガー
を使用してください

設定したシャッタースピードがカメラの最大フラッシュ同期速度と等しいか遅い場合、ファインダには   アイ
コンが表示されません。
高速同期を使用すると、シャッタースピードが高いほど、有効なフラッシュ範囲が小さくなります。
通常のフラッシュを復元するには、メニューバーに入って高速同期機能をオフにし、主画面の <    >アイコン
が消えます。
高速同期モードでは、ストロボフラッシュを設定できません。
64 回連続して高速同期フラッシュを行うと、フラッシュライトの熱保護機能が有効になる可能性があります。

フラッシュ出力は、1/512 から 1/1 のフルパワ
ー間で 1/10 段階で設定できます。正しいフラ
ッシュ露出を得るためには、手持ち式フラッシ
ュ光測定器を使用して必要なフラッシュ出力を
確認してください。MODE ボタンを押して画面
に <    > を表示させ、ダイヤルを回してフラ
ッシュ出力パワーを設定します。

● 

● 

● 

● 

● 

注：

F
t0.1 1/9800

2561/

S1M CH 23
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フラッシュ持続時間の表示

フラッシュ持続時間とは、フラッシュライトの発光から半ピークに到達するまでかかった
時間のことです。半ピーク t=0.5。カメラマンにより詳細な撮影数値を提供するために、
本製品は t=0.1 を採用しています。t=0.5 と t=0.1 の違いを下の図に示します。

A

t

50%

10%

t=0.5

t=0.1

F
t0.1 1/9800

2561/

S1M CH 23注 : フラッシュ持続時間は、M モードで高速同期をオフに
している場合にのみ表示されます。
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TTL モードでは、カメラの測光システムが本体
から反射してきたフラッシュ照明を検出し、そ
れによりフラッシュ出力量を自動的に調整し、
本体と背景を均等に露出させます。MENU ボタ
ンを短押しし、メニューに入ってワイヤレス機
能をオンにし、グループを A から E のいずれか
に設定し、設定完了後、MENU を 2 回短押しし
て主画面に戻ります。

MODE ボタンを押して画面に <TTL> を表示さ
せ、フラッシュライトを TTL モードにすること
ができます。

最大連続ストロボフラッシュ回数

TTL: 自動フラッシュ

1

7

14

30

60

90

100

100

100

1/4

1/8

1/16

1/32

1/64

1/128

1/256

1/512

フラッシ
ュ出力

Hz 2

6

14

30

60

90

100

100

100

3

5

12

30

60

90

100

100

100

4

4

10

20

50

80

100

100

100

5

3

8

20

50

80

100

100

100

6-7

3

6

20

40

70

90

90

90

8-9

3

5

10

30

60

80

80

80

10

2

4

8

20

50

70

70

70

60-100

2

4

8

12

20

40

40

40

20-50

2

4

8

16

30

40

40

40

15-19

2

4

8

18

35

50

50

50

12-14

2

4

8

20

40

60

60

60

11

2

4

8

20

40

70

70

70

TTL CH 21

TTL

26

Off

Channel

Group

Wireless Sync

IDA

Wireless

Wireless On
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通信チャンネルの設定

撮影現場で複数のワイヤレスフラッシュシステムを使用している場合は、通信チャンネル
を変更し、又は識別番号を設置することで信号干渉を防ぐことができますが、マスターユ
ニットとスレーブユニットが同じチャンネルに設定されていることを保証する必要があり
ます。

ワイヤレス
チャンネル
グループ
識別番号
ワイヤレス同期

オン / オフ
1-32
0-9、A-F
オフ、1-99
SET ボタンを短押ししてワイヤレス同期を行います

カメラの電源を切り、フラッシュトリガーをカメラのホットシューのソケットに置
き、フラッシュトリガーの電源スイッチとカメラ電源をオンにします。
フラッシュトリガー X3 の設定：画面を上から下にスライドさせて画面に＜設定＞を
表示させ、＜設定＞をクリックしてカスタマイズメニューに入り、ワイヤレス設定を
クリックしてチャンネル、識別番号の設定画面に入ります。画面を左から右にスライ
ドすると主画面に戻ることができ、主画面でグループのフラッシュモードやフラッシ
ュパワー階段値を設定することができます。
フラッシュライト AD600ProII の設定：MENU ボタンを短押ししてワイヤレスを選択
し、ワイヤレス設定に入ってこの機能をオンにし、チャンネル、識別番号をフラッシ
ュトリガーと一致するように設定します。
フラッシュトリガー上のワイヤレス同期をクリックし、フラッシュライトがワイヤレ
ス同期を選択し、SET ボタンを短押しすると、両方のワイヤレスチャンネル、識別番
号を同じ番号に設定できます。
カメラのシャッターを押すとフラッシュをトリガーできます。

X3 フラッシュトリガーを例に取って使用方法を説明

1.

2.

3.

4.

5.





21

フラッシュモード

MENUボタンを短押ししてメニューに入り、ダイヤルを回してフラッシュモードを選択し、
SET ボタンを短押しし、ダイヤルを回して標準 / 色温度 / フリーズを選択できます。

標準

色温度

フリーズ

標準フラッシュであり、主画面に指示がありません。
色温度一定をオンにすると主画面にアイコン (      ) が表示され、グループ
の表示灯が点滅し、ブザーをオンにした場合は 1 分間鳴ります。この時、
フラッシュ試験ボタンを押して放電すると、正常に使用できます。M モー
ドで高速同期をオフにした場合にのみでオンにすることができ、この機能
を使用する場合、各段階の色温度ドリフトは ±100K 前後です。
フリーズモードをオンにすると主界面にアイコン（      ）が表示され、フラ
ッシュ時間は標準モードより短く、パワーは標準モードよりも低く、M モ
ードと Multi モードのみでオンにすることができます。

Godox2.4G ワイヤレスフラッシュ漏れの原因及び解決策

1. 外部環境 2.4G 信号干渉（無線基地局、2.4Gwifi ルーティング、Bluetooth デバイスなど）
→フラッシュトリガーのチャンネル CH 設定を調整し ( 推奨＋ 10)、干渉のないチャンネ
ルを見つけ、又は他の 2.4G デバイスをオフにしてください。

2.フラッシュライトがすでに充電され、又はその充電速度が連写速度に追従することができ、
過熱保護又はその他の異常状態にないことを確認してください。
→フラッシュライトの段階値を下げてください。TTL モードの場合は M モードに変更して
みてください（TTL モードでは事前に 1 回フラッシュする必要があります）。

3.フラッシュトリガーとフラッシュライトとの距離が近すぎるか（距離 <0.5m）
→フラッシュトリガー上で「近距離ワイヤレスモード」をオンにしてください。
X1 シリーズ：フラッシュトリガーボタンを押し続け、インジケータが 2 回点滅するまで
電源を入れます。
Xpro、X2T シリーズ :C.Fn-DIST を 0-30m に設定します。
X3 シリーズ：トリガー距離を 0-30m に設定します。

4.フラッシュトリガーおよび受信側のデバイスが低電力状態にあるかどうか
→フラッシュトリガーとフラッシュライトの電力量が十分であることを確保するために、
電池を交換する、又は充電してください。
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カスタム機能

ワイヤレス

フラッシュモード

光制御フラッシュ

高速同期

造形ライト

ブザー

パワー表示

画面待機

自動オフ

画面の輝度

フラッシュ遅延

マスク

オフ

オン

標準

色温度

フリーズ

オフ

S1

S2

オフ

オン

フラッシュライト消灯

持続

オフ

オン

1/512

1.0

30 秒

1 分

2 分

3 分

オフ

30 分

60 分

90 分

約 120 分

20%-100%

オフ

0.01-30.0 秒

2 マスク

3 並べ替え

4 並べ替え

ワイヤレス設定オフ

通信チャンネルの設定

標準フラッシュ

M 非高速モードではオンにすることができます

M モードと Multi モードでオンにすることができます

光制御フラッシュオフ

M モードではオンにすることができます

高速同期オフ

M モードではオンにすることができます

フラッシュライト充電消灯

常時点灯

ブザーオフ

ブザーオン

機器フラッシュ段階は 1/256-1/1 で表示されます。

非高速モードでは、フラッシュ段階は 1.0-10.0 と表示されます

30 分以上で何らかの操作をしないと、自動的にスリープ状態になります

1 分以上で何らかの操作をしないと、自動的にスリープ状態になります

2 分以上で何らかの操作をしないと、自動的にスリープ状態になります

3 分以上で何らかの操作をしないと、自動的にスリープ状態になります

自動オフを無効にします

30 分後に自動的にオフになります

60 分後に自動的にオフになります

90 分後に自動的にオフになります

120 分後に自動的にオフになります

ダイヤルを回して輝度値を設定します

フラッシュ遅延オフ

0.01 秒で増加する

ダイヤルを回して設定します

機能 項目 説明アイコン
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パワー

1/64(+0.0 ～ +0.9）

1/128(+0.0 ～ +0.9）

1/256(+0.0 ～ +0.9）

1/512(+0.0 ～ +0.9）

回数

1060

設備の安全な動作を保証するために、システムは常に予防保護を行い、以下の注意記号を
参考にしてください。

高速同期モードにおける熱保護機能が有効になる連続フラッシュ回数：

2.その他の保護

パワー

1/1

1/2(+0.0 ～ +0.9)

1/4(+0.0 ～ +0.9)

1/8(+0.0 ～ +0.9)

1/16(+0.0 ～ +0.9)

1/32(+0.0 ～ +0.9)

1/64(+0.0 ～ +0.9)

1/128(+0.0 ～ +0.9)

1/256(+0.0 ～ +0.9)

回数

64

70

90

115

140

180

210

235

255

画面表示

Error1

Error3

Error9

警告内容

フラッシュライトの充電システムに問題が発生し、充電してフラッシュをトリガーす

ることができない場合は再起動してください。解決できない場合は修理してください。

フラッシュランプ両端の電圧が高すぎ、修理してください。

ファームウェアアップデートエラー、正しく行ってください。
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電源
電源

フルパワーフラッシュ回数

充電時間

電池残量表示灯

省エネ

同期トリガー方式

フラッシュチューブ色温度

尺寸和重量
寸法 ( 電池を含む、ランプとリフ

レクターを除く )

正味重量 ( 電池を含む、ランプと

リフレクターを除く )

リチウム電池 (28.8V/2600mAh)

360 回

約 0.01~0.9 秒

√

フラッシュライトは、30 分 ~ 120 分操作しないと、自動的に電源を

切るように設定できます

3.5mm 同期ケーブル

5800±200K

≈ 250×245×125mm

≈ 3kg

ファームウェアアップデート

この機器は USB-C ポートを通じてファームウェアのアップデートを行うことができ、
ソフトウェアの最新公告と説明は公式サイトに発表されます。
この製品は USB アップデートケーブルを同梱していません。別途購入してください。
本製品の USB ポートは USB-C ポートであり、USB-C ケーブルを使用してください。
製品のファームウェアアップデートには Godox G3 プログラムソフトウェアが必要で
す。ファームウェアをアップデートする前に Godox 公式サイトで「Godox G3 ファー
ムウェアアップデートソフトウェア」をダウンロードしてインストールし、適切なフ
ァームウェアファイルを選択してください。
製品のファームウェアアップデートのため、説明書は最新の電子版をご参照ください。





製品の修理保証

ご使用者様、本修理保証カードは修理保証の申請用の重要な証明書でございます。販売店にご協力
いただき、ご記入とご保管ください。ありがとうございます。

本表は販売店より捺印が必要。

修理保証サービスを要求したら、直接に製品の販売店または授権されたサービス機構と連絡できま
す。神牛のアフターサービスに電話をかけることもできます。我々のサービス員はサービスを手配
します。修理保証を申請するときには、証明書として有効的な修理保証カードを提供して修理保証
が得ることができます。有効的な修理保証カードを提供できないなら、我々は製品または部品が修
理保証範囲に属することを確認したうえ、修理保証サービスも提供できますが、それはわれわれの
義務となりません。

修理保証サービスの獲得方法

本書類は『製品修理保証情報』（後記の説明をご覧ください。）に関する製品シリーズに適用して、
そのほかの本範囲に属していない製品あるいは部品（セール品、贈り物、ほかの出荷後の添付した
部品等）はこの修理保証承諾に属していません。

適用な製品

製品及び関連部品との修理保証期間は『製品修理保証情報』で実施します。修理保証期間は製品を
初めて購入するときから数えて、購入日は購入するときに修理保証カードで記入された日期を基準
とします。

修理保証期間

製品情報

ご使用者情報

販売店情報

備考欄

製品のバーコード

電話番号

型号

名前

連絡先

名称

電話番号

連絡先

販売日期




